
近畿本部経営工学部会 平成 26 年 2 月 定例部会および研修会議事録 

 

開催日時：平成 26 年 2 月 15 日（土）13:30～16:55 

開催場所：公益社団法人日本技術士会 近畿本部会議室 

出 席 者：19 名 

司会進行：幹事 荒井一彦 

配布資料：①平成 26 年 2 月度定例部会（研修会）議事進行表 ②出欠者名簿 

③「技術士を目指そう」説明会のパンフレットおよびプログラム案 

④研修会講演配布資料 ⑤ＣＰＤ行事参加票 

紹介資料：①「経営工学の事典」 ②技術士 2 次試験結果（幹事から口頭報告） 

③技術士試験に関する新聞記事「技術士一次試験に小学三年生が合格」 

初参加者紹介：なし 

 

１．研修会        （13:30～15:40） 

（１） 開会挨拶（増田部会長） 

ソチ・オリンピック開催の中、深夜まで応援に熱が入り寝不足の方もおられる

のではないかと思います。無理を押して多数ご参加頂きましたことに対し感謝

申し上げます。 

本日真野先生よりご講演の「食品製造の品質管理」は身近ながらも、近年話題

の領域でもあり、新しい勉強になると期待しています。参加の皆様の活発な意

見交換もお願いします。 

（２） 研修会 

講 演 者：真野 仁孝（まの よしたか） 

ハウス食品㈱在籍、㈱カナエシーエスパック品質管理部へ出向中。 

技術士（経営工学部門） 

テ ー マ：『食品製造の品質管理における９つの課題と対策指針』 

  
講演概要： 最近起きた農薬混入事件など、「食の安全と安心」への社会の関心が、

ますます高くなっている中、日本の食品製造業の構造認識（99%が従

業員 299 名以下の企業）に始まり、商品に求められる品質の要素と食

品製造業を取り巻く環境について、まずご説明をいただいた。 

その上で、日本の食品製造業が直面している品質問題を「品質シス

テム関連」「ヒューマンファクター関連」「リスク管理関連」に分類し、

それぞれ 3 つ（合計９つ）の課題と対策指針をご説明いただいた。 

講演後は、他業種に比べ厳しい品質管理が求められる食品業界での



具体的な品質管理の方法や、海外と日本との違い、ハウス食品様での

取組方針等々について、活発な質問や意見が数多く出され、大変有意

義な講演会となった。 

 

２．部会報告・予告 

（１） 部会活動報告（前回以降）    （15:50～16:10） 

① H25 年 12 月度・研修会 14 日(土）近畿本部会議室 

講演１：辻本 攻技術士（経営工学）「顧客価値増大を高め、QCD 競争力

を付けるモノ造りマネジメントの『全容』と『基本』」 

講演２：杉村光二技術士（経営工学）「ミヤンマー垣間見記」 

② 忘年会：12 月 14 日(土）12 月例会終了後「なる山」にて（出席 19 名） 

（２）経営工学部会行事予定 

① 「技術士を目指そう」説明会 in 大阪（H26 年 2 月 15 日（土）13:30 ～16:30 

大阪工業大学うめきたﾅﾚｯｼﾞｾﾝﾀｰ（ｸﾞﾗﾝﾌﾛﾝﾄ大阪ﾀﾜｰ C9 階） 

② H26 年 4 月度定例研修会兼総会：26 年 4 月 19 日（土） 

村島繁延技術士（経営工学、総合技術監理）「品質工学から見た技術開発

の効率化」 

③ 業務研究会合同 1 泊見学会 6 月 13～14 日（見浜松ホトニクス他を検討中） 

④ H26 年 6 月度定例研修会：26 年 6 月 21 日（土）（予備日 7 日） 

間島勝彦技術士（経営工学）「経営とＩＴ（仮）」 

⑤ 近畿本部年次大会 6 月 28 日（ほぼ日程確定） 
（３）統括本部及び近畿本部行事予定    （16:20～16:45） 

① 近畿本部として協賛会員制度発足、会員募集予定。協賛金：1 口 25,000 円。 

② 近畿本部主催講演会：「内陸型地震・南海トラフ地震の襲来に備えて－地域

社会の技術者は何をするべきか－」（H26 年 3 月 1 日（土）13：00～17：00 

大阪科学技術センター4 階 401 号 

③ 平成 25 年度第 1 次試験合格者祝賀会（H26 年 3 月 15 日科学技術センター

大ホール） 

④ 平成 25 年度第 2 次試験合格者祝賀会（H26 年 4 月 12 日内定） 

⑤ 平成 25 年度技術士第 2 次試験の結果が発表された。（詳細別紙） 

 

３．自由発言・その他 
（１）「経営工学の事典」紹介（当部会から栗山先生、河内先生が執筆者として参画） 

（２）来年度の活動について（意見交換） 

社会変化に応じた（新しい知識や技術情報の共有や指導などの）様々なニー

ズに対して、社会への発信や貢献も意識し、活動の充実を議論したい。4 月の

例会までにご意見をいただき、例会で議論して決めていく。（増田部会長） 

（３） 昨年入会いただいた桝一憲生技術士から、今後の抱負について発言を戴いた。 

 

４．閉会挨拶（間島幹事） 

日経ビジネス「昭和な会社が強い（スマホ・パソコンを捨てる）」のご紹介と、これ

にまつわる話をいただき、閉会した。 

以上（文責：荒井） 


